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(60]-PCBM 1a (R=H) 
R1 =CH2CH20CH2CH20Me 
2 
AM l.5G Conditons 
Jsc (mVc2) Voe (V) F 
7.32 0.59 0.641 
7.49 0.635 0.65 
















ブレロピロリジンの合成はPrato 法で、行い，［C60 ］アラー レンとアノレキノレPEG 側鎖を有するグリシン誘導
体エ（2-(methoxy )ethylamino )acetic acid と各種アノレデヒドをベンゼン系溶媒中で加熱還流して，各種
のフレロピロリジン誘導体を合成した．ついで，オルトクロロベンゼンにレジオレギュラ~P3HT とフレ
ロピロリジンを1:1 の重量比で加えて混合し， ITO 基板上に膜厚10 nmで、スピンコートにより製膜した．
電櫨としてLiF （制限）， Al (lOnm ），を蒸着して製膜したのち，封止しパノレクヘテロ接合型の太陽電池素
子として作製した太陽電池特性はソラーシュミレータ（OTENO-SUNI AM.l5G, 10mW/cm2 ）で評価を
行った（Table 1) . 
レジオレギュラ~P3HTをドナー化合物に用いた条件で芳香族置換基を導入したla (entry 1）は， 2伎に芳
香環を持たないフレロピロリジン2(entry 9）に比べて優れた光変換効率（PCE ）を示した．特にナアタレン
環を連結したlx (entry 5), ly (entry 6）においては良好な光電変換率が得られ，特に，オノレト位に電子供与
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